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人口 一般世帯 人口 一般世帯
1995 16,592 4,245 1,419,505 452,461
2000 16,127 4,381 1,416,180 474,660
2005 15,346 4,349 1,385,041 479,302
2010 14,350 4,281 1,330,147 483,934
2015 13,222 4,174 1,279,594 493,049





















総　数 2,219 1,398 -37.0
単一経営 1,713 1,168 -31.8
稲作 1,661 1,059 -36.2
露地野菜 2 17 750.0
施設野菜 11 25 127.3
果樹類 10 8 -20.0
他作物 2 19 850.0
酪農 12 11 -8.3
肉牛 8 24 200.0
準単一複合経営 430 202 -53.0
稲作１位で２位が 313 79 -74.8
露地野菜 34 21 -38.2
施設野菜 20 7 -65.0
果樹類 11 3 -72.7
肉牛 216 42 -80.6
露地野菜首位 12 22 83.3
施設野菜首位 22 18 -18.2
果樹首位 8 10 25.0
酪農首位 13 4 -69.2
肉牛首位 47 64 36.2





















































経営耕地なし - - - 5 - 1 1 7 0.5
0.3ha未満 - 1 3 2 1 - - 7 0.5
0.3～0.5 33 27 23 14 17 13 17 144 9.5
0.5～1.0 75 57 59 64 51 30 56 392 26.0
1.0～1.5 79 54 34 39 50 17 39 312 20.7
1.5～2.0 61 22 40 23 22 8 23 199 13.2
2.0～3.0 65 18 32 17 21 5 36 194 12.8
3.0～5.0 51 8 12 23 13 4 21 132 8.7
5.0～10 19 12 8 11 7 5 22 84 5.6
10～20 4 3 4 5 1 3 8 28 1.9
20～30 1 - - - - 1 - 2 0.1
30～50 3 - - 1 1 - - 5 0.3
50～100 1 - 1 - 1 1 - 4 0.3







1995 2015 1995 2015
15歳未満 16.3 11.2 16.8 11.8
15～64歳 60.0 53.3 65.2 57.4
























































































































西暦 月.日 誰が 何を 戸数 ha
１
1994 4月 小野寺町長 計画中の公園に「日輪田」を作るよう指示，
町農業開発センターＳ氏 ふさわしい稲として農業雑誌で古代米を知る。
1995 5.25 町農業開発センター 直径６mの日輪田で田植え（刈り取り９月）
1996 1.11 町農業開発センター 昨年の試験栽培で種モミ20kg確保
町農業開発センター 30アールで作付け，種もみ180kgまで増やす 0.3
3.08 町農業開発センター 10品種，種モミ15.5kg 0.5
将来は転作田，休耕田，調整水田を利用
？ Ｓ氏 有志18人で「花泉古代稲研究会」立ち上げ
11.22 町農業開発センター 展示圃場で試験栽培，種モミ確保 0.3
1997 8.29 町農業開発センター 転作田18戸0.7ha，通常水田12戸1.5ha 26 2.2
収量4.5t，うち１割が加工用
２
1998 4月 センター長Ｓ氏，役場退職 古代稲研究会を生産組合に組織替え
12.07 古代稲生産組合 「黒米部会」の農家数→ 12 2.7
2000 9.01 古代稲生産組合 食用黒米，青刈り加工用 5
2001 1.05 古代稲生産組合 ２haで玄米用，１haで青刈り用 3
一般米の1.5倍値で買取り，年販売額1000万円
6.24 古代稲生産組合 家の周りの40アールに40種類の苗 28 4.7
12.01 古代稲生産組合 お粥の第二弾，「縄文ロマン紅の粥」 5
３
2002 4月 Ｓ氏 「六次産業館おりざ」開店
食用4.5ha，加工用1.0ha作付け 5.5
2003 5.24 古代稲生産組合 仙台に販路開く。飲食店，居酒屋など。 24 6
2004 10.16 藤沢の化粧品会社 古代米酒の化粧水開発
2005 2.11 花泉観光開発 桑葉，古代米の３色うどん
2006 1.27 一関市赤荻小 地元産品の特別給食に花泉古代米
10.18 スローフード一関 地場産品調理コンテストに花泉古代米も指定

















米 生 産 13 265 紫黒米




























































































































































































































































































































































氏名 年齢 役職 住所
1 KS 84 組合長 花泉
2 IK 58 副組合長 油島
3 OM 76 監事 日形
4 SS 79 油島
5 OS 65 老松
6 S 75 事務局長 油島


















年齢 古代稲 一般稲 受託，畜産 兼業
KS 84 44 100
IK 58 30 50 公務員
OM 76 36 50 肉牛一貫31頭
SS 79 8 50 水稲受託10ha
OS 65 19 100 肉牛4,5頭 ボイラーマン
SM 75 64 100





































































































2 30 790 263 694 298 96 7 305 128 41.9 165 55,089
3 36 1,119 311 983 423 136 10 432 92 21.4 324 89,935
5 19 505 266 443 190 62 4 195 80 41.2 107 56,187
6 43 973 226 854 367 119 8 376 171 45.5 190 44,283






1 44 1,566 356 1,511 650 55 4 654 219 33.4 412 93,743
4 8 213 266 205 88 8 1 89 34 38.6 49 61,038
6 21 668 318 644 277 24 2 279 93 33.3 178 84,566
7 58 2,075 358 2,002 861 73 5 866 288 33.3 549 94,580
小計 131 4,522 345 4,362 1,876 160 11 1,887 634 33.6 1,187 90,645




































































1 HB社 山梨 穀物会社 4,180 玄米 20
2 YZ米店 東京 米屋 2,085 玄米 20
3 IM社 前沢 農業サービス 1,224 玄米 10
4 NSL社 東京 米屋 897 玄米 20
5 OG農園 軽米 雑穀農家 796 玄米 20
6 M物産 神奈川 米屋 449 玄米 20
7 BJ庵 岐阜 米屋 380 玄米 20
8 T製菓 花泉 菓子屋 280 米粉 20
9 K米店 東京 米屋 239 玄米
10 K茶舗 古川 製茶業 210 玄米 20
11 PH社 花巻 雑穀会社 203 玄米 単発
12 HK 佐沼 青果小売 149 玄米 15
13 TK堂 東京 花材 149 稲穂
14 GG 多賀城 米屋 136 玄米 8
15 YY社 京都 米屋 130 玄米 20
16 UN農園 二戸 雑穀農家 116 玄米
17 KG本舗 東京 米屋 97 玄米
18 BS商事 神奈川 米屋 94 玄米
19 PP舎 盛岡 米屋 76 玄米 15










































































































































弁当 〇古代米弁当 六次産業館 売り上げ増加傾向
酒 　純米酒 Ｓ酒造（花泉） SM氏は同酒造の役員でもある
茶 　古代米茶，玄米茶 Ｋ茶舗（古川） 2007年の農商工連携で知り合い原料提供
稲穂
〇ドライ稲穂
SM氏（自宅）
2020年初，Ｒ商事から正月飾り用の３万束
（×20本）の大量注文。作付け計画へ
　カラー稲穂 溶液会社が倒産し，手持ち僅かに。
写真４　「農業の六次産業館」（2018.11.29）
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古代米の弁当（写真６）は上々の評判で売り上
げが伸びており，農家の多忙期には需要が増える
という。紫色のご飯の弁当はなかなか美味で，筆
者は訪問の度に買い求めるようになった。正午近
くに訪れると弁当の購入客が列をなす状況である。
また店内には，2004年度の「いわておもしろ地
産地消大賞」の賞状（写真７）や，花泉恒例の夏
のイベント「日本一のもちつき大会」での生産組
合員の勇姿（写真省略）が掲げられていた。
写真７　「地産地消対象」の賞状
なお，隣接する長男のイタリアンレストランは
人気が高く，開店する11時半すぎには10台分ほど
の駐車スペースが満杯に近いことが多かった。Ｓ
氏は「和食ならよかったが」とあきらめモードで
あるが，両店の連携はできないものかと考えてし
まう。
c）売り上げ額，営業収支
「六次産業館」の年間販売額は，表13に示し
た古代米等の販売額の２倍ほどになるが，その約
３分の２は製造業者と古代稲生産組合からの仕入
れ額，残りの３分の１は人件費と維持費の「経費」
である。販売額から仕入れ額と経費を引いた収支
は，過去３年のうち100万円ほどの赤字が２回，
わずかな黒字が１回で，赤字の年が多いという。
６．地域とのかかわり，後継者
1）地域とのかかわり
・花泉町：町（支所）とのかかわりにつては，東
京などでのPRイベントやチラシ作成の際には
古代稲にも声がけがあり，Ｓ氏はそうした機会
を利用して販促に取り組んできた。
写真５　店内の様子（2019.9.15）
上：古代米製品，中：カラー加工した穂，下：休憩フロア
写真６　古代米弁当（2020.3.02）
大小の２サイズあるがうれしい
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・グリーンツーリズム：Ｓ氏は旧町以来のグリー
ンツーリズム協議会のメンバーでもあり，学校
の子供たちの農業体験を，「六次産業館」裏と
自宅近くに設けた圃場や，自宅の作業場で受け
入れてきた。体験受け入れの回数は，田植・稲
刈り期を中心に年５・６回ほどという。また，
稲わら加工体験の申し込みがあれば，稲わら部
会の元メンバーに依頼する。
・日本一の餅つき大会：同大会は2019年で30回目
を数えた夏のイベントである。古代稲生産組合
としては，組合員数の多かった時代に参加して
いたが，今はグリーンツーリズム協議会の一員
として参加している。
・学校給食：花泉の小中学校では「古代米給食」
が行われ，生産組合の農家が育てた黒米「アサ
ムラサキ」入りのご飯が出される。出食日は，
入学式，卒業式，雛まつりと変遷して，今は「給
食の日」（１月24日）に行われ，事前に給食セ
ンターの栄養士から相談があるという★17。
・稲わら細工のプレゼント：花泉の小学校入学生
（90名前後）に，組合長KS夫妻で制作した稲わ
ら細工（写真８上）を無償プレゼントしている。
80歳代と高齢であるが，体の続く限り続けたい
と意気込みは盛んである。
←100円硬貨
写真８　稲わらの亀（生産組合長宅19.08.06）
大亀は頭から尾まで30cmほど
・他地域の支援：Ｓ氏は他地域の古代稲の支援も
行ってきた。1998年6月の生産組合の結成を聞
きつけて，田尻町（宮城県大崎市）で古代稲を
試作していたＡ氏が訪ねてきて種子を世話し
た。Ａ氏は2001年11月「たじり古代稲生産組合」
を設立し，そのHPで製品と部会構成が確認で
きる。
また震災後の2014年，広田半島の農地復旧の
ため古代稲の導入が進められることになり，Ｓ
氏が国の委嘱をうけて栽培と商品化の助言を18
年度まで行った。さらに，各地の古代稲生産者，
加工業者，米穀業者から，栽培や加工の技術相
談，専用機械の借用の要望があり，できる限り
対処している。
2009年から始まった平泉の「田んぼアート」
には，各色品種の苗140箱を提供している。
・農協とのかかわり：一連の報道記事や筆者のヒ
アリングの中で農協に言及されることがほとん
どなかったため，Ｓ氏に問うたところ，古代稲
の取り組みは町役場で始められた経緯から，農
協とのかかわりは無かったということである。
2）後継者
組合員農家の後継者の現況は，７件のうち４件
で自家農業を手伝う後継者がいるという。また，
組合員で最も若い組合員IK氏（58歳）は，公務
員を退職した後は，古代稲の面積を増やして専従
したいとの意向で，文書管理の力も十分で，事務
局を担ってもらうように依頼しているという。
しかしなんといっても最大の問題は，キーパー
スンＳ氏の後継者である。Ｓ氏の長男は地元で人
気の高いレストランのシェフで，自家農業を継承
する考えはない。幸いにも20歳になる孫が，祖父
の仕事を継承したいと名乗り出て，勤めを退職し
て隣町の農業法人で農業に従事するようになり，
毎週末にＳ氏宅を訪れて作業を手伝う。いずれに
しても，古代稲の当面の持続は幸いにも可能な状
況である。
17―　　―
Ⅴ．考察；「６次産業」としての特徴と持続課題
1）花泉古代稲の6次産業化の特徴と評価
「６次産業化」の手法や論点をめぐる論考は既
に多くあり★18，それらをふまえると，筆者は「６
次産業化」の要点と花泉古代稲のとりくみの特徴
は表14のうように整理できると考える。
表14　「６次産業化」をめぐる論点
論点 花泉古代稲
主体 個人，グループ，公益機関（三セク等）
農家グループ，
リーダー主導
属性 女性，男性，高齢者，後継世代
男性，（当初は）
中壮年層
２次化
契機
農家の経営多角化，地域
農業への危機感，農家女
性の自立，直売所開設
古代稲・米の地
域特産化，販路
拡大
３次化
契機
観光農業，直売所開設，
都市農村交流，農村ツー
リズム，農商工連携
直売施設の開設
主導 農業者，商工業者，公益機関，域外企業 農業者
事業
規模
小遣い程度，農家副収入，
農家主収入，集落ビジネ
ス，農村産業
リーダ：主収入，
他：副収入
販路 村内，郡内，県内，県外
古代米：県外
主，加工品：不
詳
すなわち，花泉古代稲の取り組みの特徴は次の
ように指摘できる：
①町長の指令に端を発するものの，古代稲への着
目はＳ氏個人の研究心と行動力による。
②古代稲の導入には，「地域の田を守りたい」と
いうＳ氏の意図が込められた。
③「６次化」への展開は，古代稲の販路拡大のた
めの手段として企図された。
④商品開発は当初は町農業センターで行われた
が，実践に移されたのはＳ氏の退職後である。
⑤販路は，「米」（黒米，赤米）で大口需要先を抑
え，加工品で多用な販路を確保と，多様化を図っ
ている点が面白い。
⑥花泉古代稲の実践は，「地域内発型」のアグリ
ビジネス（工藤ほか，2014）といえるが，「地
域産業」といえるほどの事業規模，「多就業化」
といえるほどの雇用量は実現されていない。
⑦加工品の製造には地元の商工業者もかかわって
はいるが，Ｓ氏からの発注に応じるだけで，積
極的な地域産業化への動きはない。
⑧各地の農産加工や直売活動では主役であること
の多い女性の参画が限定的である。
以上を総じていえば，花泉古代稲における六
産業化の特徴は，「個人農家の内発的動機による
リーダーシップに支えられた稲作付加価値化とし
ての六次産業化」ということができる。
2）持続に向けた課題と可能性
・安定した販路，受注量の増加
販路の項でもみたように，古代米は需要に対し
て生産は不足傾向で，「作れば売れる」状況とい
う。筆者の６度にわたる１～２時間程度の訪問ヒ
アリングの間も，製菓業者から米粉の申し込み，
個人から黒米の申し込みなどの電話があり，中に
は稲束の得意先の「Ｒ商事から昨年の３倍の注文」
といった用件が明かされたこともあった。
このＲ商事の件は2020年３月の訪問時のことで
あるが，その後，最大顧客のHB社から現在の３倍
の30トン（黒・赤15トン）の受注があったという。
これにはすぐに対応できず，2020年は種籾を確保
して2021年産から対処するという。問題は生産体
制で，生産組合員では難しいので，地元の農業法
人に作業委託できないか思案中という。せっかく
大量受注があっても簡単に対処できにくいのは，
年１回の稲作ならではの難しさがある。
・次世代への継承
他方，担い手の問題は，「後継者」の項でみた
とおり，当面の持続は可能な状態である。しかし
古代稲の取り組みがＳ氏個人の熱意と行動力で支
えられてきたことを考えると，次世代がＳ氏のノ
ウハウと顧客の信頼を継承するには，一定の時間
と経験が必要とみられる。
・地域とのつながり
他方，少子高齢化が進む地方農村では，農家だ
けでなく，取引先の商工業者の多くも個人企業の
ために，代替わりに際して生産中止という例もみ
られたことは既述の通りである。その点，６次産
業の持続には，原料生産も加工販売も「地域」で
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支える体制が考えられてよい。しかし現状は，花
泉町内や一関市内において古代稲が地域特産とし
てアピールされるような場面を見聞しない。一関
市のシンボル食は既述のとおり「餅」であり，旧
花泉町の代表イベントも「日本一の餅つき大会」
で，「古代稲」が前面に出ることはない。古代稲
は「雑穀」に含まれるが，県内では二戸や花巻管
内で雑穀の特産化が推進されてきた。すなわち将
来に向けては「餅＋雑穀＋古代稲」を統合した「コ
メ文化」として，一関地域のシンボルに据えてア
ピールしていく支援戦略が考えられて良いのでは
ないか。
この点，農協のかかわりがこれまでなかったの
は残念といえる。花巻が農協のテコ入れで短期間
に「雑穀日本一」になったように★19，また古く
は「秋田の田舎漬け」が農家女性の取り組みを農
協が支援して地域産業としての地位を確立してき
たように★20，花泉古代稲の今後の持続にも農協
のかかわりが考えられてよいのではないかと思わ
れる。
いずれにしても花泉古代稲生産組合は，ビジネ
ス規模は大きくはないが，個人の努力で古代稲の
世界では全国に知られた存在になっている。「６次
産業」の語を自ら創出した取り組みとして，地域
をあげて継承されていくことを願ってやまない。
謝　　辞
調査においては，花泉古代稲生産組合の事務局
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記して謝意を表します。
＜注＞
★１：「６（六）次産業」の表記は，この語が初登場
した1990年9月の「新しい山村振興対策について」
で「１次，２次，３次を総合したいわば『６次産業』」
として記され（小田切2011），提唱者の今村奈良臣
氏も「１次×２次×３次＝６次」としているためか，
「６次」の用例が大多数であるので，本稿でも「６次」
を用いる。しかし本研究の対象施設については「六
次産業館」なので，そのまま表記する。一般表記
としては「第六次産業」とするのが正しく，今村
氏もタテ書き雑誌ではこの表記を使用している（今
村1996）。
★２：試みに，日経の記事検索サイトで「６（六）次
産業」で検索すると，2,024件あり（2018.11.29現在），
初出が1996年3月で，以後，97，98，99年が各１件，
2000年代には各年２，３件，急増するのは確かに
2009年以降である。宮城県と隣県を主な購読範囲
とする「河北新報」の記事検索で「６（六）次産業」
で検索すると895件が検索され（2020.1.10現在），花
泉の「六次産業館」の開業を伝える2002年8月16日
の記事は６番目であった。初出は1992年4月3日の
宮城県企業局長の就任記事で，新局長が「これか
らの農業は，生産（１次）から加工（２次），販売
（３次）も行う計６次産業になることが必要」と述
べており，政策当局では使用されていたことが確
認できる。さらにCiNii検索では212件あり（2020.1.10
現在），初出の今村奈良
臣氏の記事から2010年
までの件数は右表のよ
うであり，確かに急増
するのは2009年より後
である。
★３：佐藤（1999）に古代稲を花泉導入する経緯と，
生産組合初年の生産技術の詳細，加工・販売の取
り組みが詳しく紹介され，地域農業への思いが語
られている。また地元建設会社の広報誌に掲載さ
れた見開き記事（佐藤，2006）にも，古代稲との
かかわり経緯の要点が述べられている。
★４：農業センサスの項目名は「農業経営組織別農
家数」。
★５：このセンターは当時の町長が農業者を支援す
るために作り，農業技術情報を収集して農業者に
還元するのが役目。町長は東京農大の出身で，「国
の本は農なり」の話しを常にしていたという。
★６：前掲★３
★７：前掲★３
★８：2018年9月15日，2019年8月6日，11月29日，
2020年2月12日，3月2日，3月19日
件数
1997 1
1998 0
1999 1
2000 3
2001 1
2002 5
2003 3
2004 4
件数
2005 1
2006 0
2007 1
2008 4
2009 7
2010 77
2011 137
2012 135
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★９：河北新報，1995年09月27日付け記事
★10：米用の古代稲は一般に「雑穀」に含まれるが，
転作作物としては「主食米」にカウントとされる。
★11：初夏の冷害，登熟期の高温障害。2018年の夏
は高温で，通水して稲を冷やす対策がとられる。
★12：「ふるさと花泉会」
★13：2019年産岩手銘柄のJA相対価格が１俵60kgで
15,300円程度で，流通等経費を引いた農家手取り額
は13,000円ほどとみると，キロ216円と計算される。
★14：岩手県が12,411円，宮城県が24,401円。両県の
差は，東北農政局の担当官によれば経営面積規模
の違い。山間地の小圃場が多い岩手県の平均では
この数値となる。花泉町も田の多くは丘陵を開析
して流れる小河川沿いの谷田で，小経営が多いこ
とは表４でみた通り。
★15：そろえた機械は次の通り：トラクター，コンバ
イン（六条刈），乾燥機（２反用，５反用），脱穀機
（小型足踏み；種子用），籾摺り機（大・小，玄米用），
精米機（大・小，試作品用），シーマー＝以上が自費。
製粉機（600万円）＝国の半額補助。以上で1000万
円になるという。他に，色選別機（1600万円）は
町内の米屋に購入してもらって利活用している。
★16：中止した大口取引先としては，大手穀物商社
のＹ社があり，買取価格が不十分でやめたという。
★17：2006年１月の河北記事にあった花泉町外の「一
関市赤荻小で古代米給食」は，合併前の自校方式
時代のことで，給食センター方式になった合併後
はやっていないという。
★18：例えば，今村（1986），小田切（2011），斎藤
（2013），宮城ほか（2014），工藤ほか（2014）。
★19：小原（2008）を参照。
★20：板倉（1985）を参照。下漬け工程を農協に移
管して業容拡大にあわせた中間原料の安定供給体
制を構築。
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